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“If information is not shared with others then it may as well not have existed”（もし情報が他の人々と
共有されなければ，それは存在していなかったも同然である）。これは科学的探究活動の一段階と
して研究成果を専門分野の学会及び一般社会に公表することの必要性を強調したある科学者の言葉
である（Reiff, R., Harwood, W., & Phillipson, T. 2002. ‘A Scientific Method Based upon Research 








 † 感性デザイン学部創生デザイン学科・教授 
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年度入学生までは 3 クラス），情報処理科（1 ク


























申（第 29 回答申，平成 3 年 4 月）が発表され，
それに基づく教育改革の一環として専門高校の
職業学科改編が推進された時期でもある。以下
は，平成 4年度入学の 1期生に関する記述である。 

















































































































































成 10 年度にはそのうちの 1 人が国際経済科主任











年），カナダ出身の 3 代目（1 年），米国出身の
4 代目（2 年），ニュージーランド出身の 5 代目
（2 年），米国出身の 6 代目（2 年），米国出身











































































































































































育活動の 1つとなった（岩見 2002b）。 
英語関連の指導は，平成 9 年度から，11 期生


























2 単位必修），「英語実務」（2 年次 3 単位必
修），「貿易ビジネス」（3 年次必修，学校設定

















































細は岩見, 2000 参照のこと）。 
海外修学旅行が軌道に乗るのに時間は大して
かからなかった。平成 8年度に当時 2年生だった


































































































































































































































































































成 17 年度には都内の海運会社に 1 人採用された















































































































と判断される（岩見, 2000b, Iwami, 2000, Iwami, 
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 要 旨 
八戸商業高校国際経済科は，「国際経済に関する各分野についての知識と技術を習得させ，国







たことを 9 項目（① 学科担当者間の連携強化，②学科の方向性の模索，③教育課程再編，④海外
修学旅行の見直しと事前研修「特別授業」の実施，⑤卒業生へのアンケート調査の実施，⑥貿易
関連企業への訪間，貿易講習会開催時期の見直し，⑦八商バザーでの「国際経済科展」の充実，
⑧ PR 活動の推進，⑨国際交流活動への積極的参加）にまとめてみる。さらに私が成果検証で注
目してきたことを進路指導と学習指導の 2 面における成果としてまとめてみる。最後にこれまで
の指導実践と調査研究から見えてきたこの学習環境が生み出し得る「正」と「負」の教育効果に
ついてまとめ，私見を述べてみる。この学科は「コミュニケーション能力育成に恵まれた学習環
境」を平均的な英語学力の高校生たちに対して，大学受験を意識することなく，長年にわたり提
供してきた希有なケースであるが，我が国の英語教育改革へのヒントは，ことばの学習成果を試
験，テスト形式で評価するパラダイムとは異次元の，このような教育現場における指導実践と成
果検証の蓄積から生まれる可能性があるのではないだろうか。 
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